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戸塚中継所で襷をつないだ秋吉拓真さんと古川大晃さん　Ⓒ日刊スポーツ

教授の
給水も

大きな
話題に

！

→p.2

キャンパス名物料理写真集
『淡青』が通巻50号に

箱根駅伝で東大襷リレーが実現
構内店探訪
連載総集編

1999年創刊の広報誌

関東学生連合チームの2選手が8区と9区を疾走



襷リレーの舞台裏
箱根駅伝に出場した 2選手と「給

給水係を務めた陸上運動部長

水おじさん」に聞く

1月3日、東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）第101回大会に、東京大学
から2選手が出場。第96回大会に続き、関東学生連合に選ばれた東大のランナ
ーが箱根路を駆けました。東大から東大へ。栄誉の襷リレーを実現した2選手に、
箱根にかけた思い、本番までの道のり、当日の手ごたえ、今後の展望について
うかがいました。大会に彩りを添えた陸上運動部長の言葉もお届けします。

箱根路を力走する古川選手と秋吉選手。

胸の清里町は、陸上部が合宿でお世話になっている
北海道知床半島の根元に位置する町。レース当日、
清里町の皆さんも応援に駆けつけてくれました。

淡
青
色
の

――関東学生連合チームには、本大会の
出場権がない大学の選手のうち、予選会の
上位16人が選ばれるわけですね。
古川　10月の予選会では、関東学生連合
チームに入る目安は80～90位で、本番を
走る10人に入るには70位以内が必要と踏
んでいました。目標は30番内でしたが結
果は60番。連合チームでは5番でした。
秋吉　自分は連合チーム内1位、全体の20

位内を狙って、77位。当日の暑さに適応
できず、大失敗です。ギリギリ16人枠に
入りましたが、過去2回は予選会だけで選
考していたので出場は無理だと思いました。
でも、今回はあと2回追加選考をやって3

回の合計点で決めることになり、絶対に取
り返すぞ、と。11月16日の1万m記録会で
トップタイムを記録し、出場を決めました。
古川　自分は1万m記録会でも最後の
16km単独走（12月9日）でも振るわず、
絶望的でした。過去2大会も補欠で、結局
「走れなかった人」になると覚悟しました。
でも、合計点でなんとか10番に入り、走
れることに。監督の方針があり、当日エン
トリー変更での出場となりました。
――迎えた本番。秋吉選手は最初のチェ
ックポイントを区間1位で通過しました。
秋吉　やってやろうとは思いましたが、そ
れほど飛ばしている感覚はなかったです。
15.5kmあたりの遊行寺の登り坂がきつい
のは織り込み済でしたが、その後が意外に
大変で。平坦と思いきや少し登っていて、
後半にタイムが伸びませんでした。序盤に
飛ばして疲れたのではなく、コースを少し
見誤りました。目標は区間新でした。箱根
路は少し特殊で、上り下りが多くて直線も
長い。合格ラインがわからず、区間新なら
文句なしだと思って目標にしましたが、そ

うはいきませんでした。ラスト1kmがハ
ードでしたが、古川さんを見て元気が出て、
襷を渡すときは楽しい気持ちでした。「頼
みます」と言った気がします。
古川　秋吉が途中をトップで通過したと
聞いて笑っちゃいました。わくわくして
待っていたら笑顔で迫ってきました。晴
れやかに襷を受け、勢いをもらって序盤
飛ばしてしまい、まずいと思って緩めま
した。10km地点では高校の恩師から給水
を受けました。八田先生の給水は横浜駅
近くの14.7km地点です。熊本大学の学部
生時代から交流があり、大学院進学を考
えた頃に挨拶にも行っていた先生から力
をもらおうと思って打診しました。走る自
信がないと言われたので、立ち止まった状
態で給水してもいいから、と頼んだんです。

――昔から箱根を目指していたんですか。
秋吉　東大に来た理由の一つです。高校は
兵庫で、周りの多くは京大や阪大を志望し
ましたが、箱根を走るなら関東だ、と。勉
強もできて箱根も走れる可能性がある大学
といえば、東大です。高校時代は強豪には
歯が立たないレベルでしたが、自分はノー
テンキな性格です。陸上を始めたのは高校
からなので、もう少しがんばれば何とかな
ると思いました。大学入学時は箱根駅伝な
ど論外でしたが、「自分ならいける」と思
ってやっていたら実力が伸びてきたんです。
古川　箱根駅伝は小学校の頃から憧れでし
た。速く走る人がいること、周りの盛り上
がりのすごさに魅力を感じ、出るチャンス
がある大学に行きたいと思いました。私立
の実力校からお誘いいただきましたが、将
来を考えて勉強もと親の説得を受け、広島
大学を受けて落ちて、一浪でまた落ちてか
ら熊本大学に入学。東大は大学院からです。

ギリギリだったメンバー入り

箱根を走るなら東大だ！
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古川大晃さん

総合文化研究科
博士課程4年

秋吉拓真秋吉拓真さん
工学工学部部33年年



給水係もまた
幸せでした“ ”

　2人とも出走の可能性が高くなってきた頃は、往路と復

路とにそれぞれが走れば、両方応援しやすくてよいか、な

どと考えたりしていました。しかし結局復路の連続区間と

なり、襷リレーが実現して、この方がはるかによかったと

思います。特に秋吉君の区間7位相当は、これまで東大生

が計15人走った中での区間最高順位となる、素晴らしい

快走でした。

　そして戸塚中継所での41年ぶりの襷リレーの時、私は

横浜駅前ですでに待機していて、周りから「東大、襷渡っ

た」と聞き、感激しました。それから45分後、いよいよ

古川君の姿が見えてきました。「古川、本当に箱根走れ

た！」と思ったものの、感動している暇はありません。並

走を開始し給水ボトルを2つ渡しました。そして最後に激

励しようとして、思わず後ろ姿に向けてガッツポーズにな

っていました。彼を見送ったら、ホッとしてなんともいえ

ない幸せ感のようなものが湧き上がりました。

　この給水の様子がテレビに映っているとはわからず、そ

の後の反響は全く予想外のことです。ただ、以前に私の授

業をとったという卒業生が、私を思い出してくれたという

ことも多かったようです。理系文系問わず前期課程の授業

を担当する者として、それはうれしいことでした。

　走った2人は本当によく頑張ってくれ、一生の宝になる

経験だったでしょう。結果的に私にとってもそうなりまし

た。多くの方々に応援いただきありがとうございました。

寄稿 八田秀雄（陸上運動部長・総合文化研究科教授）

❶鶴見中継所で古
川選手を労った八
田先生。隣は古川
選手の指導教員、
工藤和俊先生。❷
14.7km地点で古
川選手を迎える。
❸給水！❹報道陣
の取材に応じる。
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←つないだ襷の裏には選手とマネージャー18人の直筆署名が。「当日のどさくさで持ってきちゃいましたが……」（古川）。「主将だからいいんですよ！」（秋吉）。

――学業ではどんなことを？
古川　身体運動科学の研究室で追尾走を研
究しています。追尾走をすると楽に感じる
理由を探ってきました。今後は、集団走に
拡張した研究を行います。どういう集団構
造だと走りやすいのか、集団形成のメカニ
ズムと共に探っていきます。
秋吉　自分は機械情報工学科の3年生で、
研究室配属はまだです。昔からロボットや
ものづくりに興味がありますが、具体的に
これというのはまだないです。動いて人の
役に立つものを作ることに関わりたいです。
――お互いの特徴をどう見ていますか。

古川　ノーテンキで集団の影響を受けにく
いのが強みです。集団内の位置を気にする
人が多いですが、彼は「ゴーイングマイウ
ェイ」。高い目標を立て、実現に向けて行
動できる人。選手としては絶対ラストで勝
つという気迫が強い。自分も自信があった
んですが、競ってもほぼ勝てませんでした。
秋吉　8歳も歳上で、普通なら恐れ多い差
なのに、学部生とも打ち解けてくれるのが
古川さんのすごさ。経験が豊富で走力も高
い選手が同じ視点で話してくれるのは大き
かったです。走りでは、粘り強さがすごい。
追尾走の研究をしているのに、けっこう飛
び出すんですよ（笑）。無謀な飛び出しをす
る選手の多くはずるずる落ちますが、古川
さんは粘る。自分も身につけたいです。
――第95回大会で箱根を走った近藤秀
一さんがコーチをされているんですね。
秋吉　はい。練習メニューをたててもらい、
助言をいただいています。本番の評価を聞
いたら、区間5位以内なら「優」だけど7

位だから「良」だなと言われました（笑）。
古川　実は同年代で、熊本大学時代から交
流がありました。彼が箱根を走ったときは
テレビで応援しました。いろいろ話してき
たので、最後にハグしてくれてうれしかっ
たです。八田先生には、すごいことをやり
遂げたと後々わかるぞと言われました。
――今後について教えてください。

古川　京都工芸繊維大学で研究員になりま
す。もちろん競技も続けます。目標は世界
一マラソンが速いPh.D.。いまはマシュー・
マットという人の2時間9分49秒がPh.D.の
最高記録なので、それを破りたいですね。
秋吉　いまは「東大生なのに速い」という
評価ですが、「東大生なのに」を外して単
にトップランナーと言わせたい。足りない
部分が多いですが、一つでも上を狙います。
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秋吉拓真秋吉拓真さん
工学工学部部33年年
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　2022年の3月から始まった「ぶらり
構内ショップの旅」のこれまでの連載回
数は32回。そのうち、飲食店ではない
お店やなくなってしまったお店などを除
いた27店の料理写真をまとめて掲載し
ました。日替わりで出される料理など、
現在は提供していない場合ももちろんあ

ります。お店の詳しい情報は、本誌バッ
クナンバー（https://www.u-tokyo.

ac. jp/ja/about/public-relat ions/

kouhou.html）の該当号や、
右のQRコードから飛べる
まとめリンクページから
ご覧ください。
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キャンパスグルメ

2022年から本誌のコラムページで連載
してきた「ぶらり構内ショップの旅」。
前号で連載がひと休みとなったのを機に、
これまでに登場した飲食店のなかから、
お店ごとのメニューの写真をまとめて紹
介します。いずれ劣らぬ東大キャンパス
グルメの数々。もしまだ食べたことがな
いものがあったら、迷わずお店にGo!

写真で見る

東大構成員なら
食べなきゃソンソン！ 

魚、肉、ラタトゥイユ
から選ぶ日替りランチ

日替わりパスタと
有機サラダのセット

じゃがバターとサラダが
ついた欧風ビーフカレー

特に人気の
生姜焼き定食

うずら卵がのった
マグロたたき丼

ランチコース
の前菜サラダ

1557号1557号
ルヴェソンヴェール駒場ルヴェソンヴェール駒場

1562号1562号
かどやてらすかどやてらす

1568号1568号
焙煎所カフェ焙煎所カフェ

1577号1577号
Girolomoni cafe di apeGirolomoni cafe di ape

1584号1584号
魚河岸本郷魚河岸本郷

白金台

駒場 本郷

本郷 本郷 本郷 本郷

本郷 本郷

1589号1589号
カフェアグリ101カフェアグリ101

1558号1558号
カポ・ペリカーノカポ・ペリカーノ

1563号1563号
カッフェヴィゴーレカッフェヴィゴーレ

1569号1569号
Bio cafe apeBio cafe ape

1578号1578号
T-Lounge CREDOT-Lounge CREDO

1590号1590号
カフェ・フォレスタカフェ・フォレスタ

1559号1559号
U-gohanU-gohan

1564号1564号
小石川植物園内売店小石川植物園内売店

1571号1571号
ドトールコーヒードトールコーヒー

1579号1579号
こなかふぇdeごはんこなかふぇdeごはん

1586号1586号
Cafeteria KOMOREBICafeteria KOMOREBI

1560号1560号
お魚倶楽部はまお魚倶楽部はま

1565号1565号
サブウェイサブウェイ

1573号1573号
日比谷松本楼日比谷松本楼

1581号1581号
やよい軒やよい軒

1583号1583号
Panes HousePanes House

1588号1588号
カフェテリアカフェテリア

1561号1561号
UT cafeUT cafe  BERTHOLLET RougeBERTHOLLET Rouge

1566号1566号
食堂コマニ食堂コマニ

1574号1574号
鉄門カフェ鉄門カフェ

1582号1582号
カッフェヴィゴーレカッフェヴィゴーレ

1587号1587号
プラザ憩いプラザ憩い

柏

本郷

本郷 本郷

本郷 本郷

駒場

本郷 本郷 本郷 本郷

本郷駒場

駒場

駒場小石川

柏 柏

一番人気の
ザンギ弁当

人気のおはぎ
無添加サバの定食

海鮮丼＋握りの
はまスペシャル

ズッキーニの冷製スープ

宇和島鯛めし膳

illyの豆を使
ったハニーカ
フェラテ

インフィニート・
デストロイヤー

キャラメル
チーズケーキ

パスタとサラダ
のランチセット

日替わりの
シェフズランチ

ジャーマンドック

ふわっと握られ
たおにぎり

7種野菜のサラダパスタ

定番のパーネズハウス
ビーフバーガー

グリーンカレー
とムルギー
カレー

若鶏の
甘酢煮弁当

マグロがメイン
の海鮮丼

KOMABA FRUITY 2024 人気のグラムデリの一例

デミグラス
ビーフのオ
ムライス

SPECIAL

構内ショップの旅
ぶらり
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『淡青』の25年
1999年創刊の広報誌が通巻50号に 1999年に創刊した『淡青』が節目の50号を迎え

ます。創刊時に広報委員会（現・広報室）で編集に
携わった谷口将紀先生に当時の様子を教えてもら
いました。キャンパスの一端を切り取ってきた表
紙を一覧しながら、25年の歩みをご確認ください。

　1999年4月、全学の広報委員
会に加わったのが、当時助教授
の谷口先生です。この頃の広報
誌といえば広報委員会が編集を
担う『学内広報』。主に学生運
動の動向を教職員が共有するた
め、1969年に生まれた冊子です。
この媒体の編集が念頭にあった
谷口先生ですが、第1回委員会
では広報委員長の大塚柳太郎先
生から意外な宣言がありました。
「学外向けの新広報誌を作る、
と。大変そうで担当になりたく
ないと思っていたら、真っ先に
チームに指名されたのが私で
……。まだ国立大学が文部省の
一機関だった時代ですが、これ
からは学外への広報が重要だと
言われました」
　当時の広報委員長は現在の広
報担当執行役に近い要職。新広

報誌構想は大塚先生のリーダー
シップによるものでした。半年
後の創刊を託されたチームは、
突貫で作業を開始。巻頭は蓮實
重彦総長の対談記事となり、お
相手には卒業生で前文部大臣の
町村信孝さんを提案。懐徳館で
の取材は大塚先生が仕切りまし
た。大特集は、学生生活実態調
査も活用する形で「東大生のい
ま、むかし」に。誌面には、本郷
構内の時計店主や33年間駒場
で働いた職員、後に総長となる
佐々木毅先生も登場しています。
「元指導教員だったので、すぐ
に話を聞けたのです。記事も自
分で書きました。他の企画も同
様で、各委員が身近なところか
ら手作りで進めていました」　
　誌名については、東大を象徴
する名が模索されました。ただ、

「赤門」だと駒場や柏が入らない、
「銀杏」は同窓生組織がすでに
使っている、引用する校歌もな
い……と決定打は出ず。残った
のが、スクールカラーの「淡青」
でした。　
「他にないからまぁいいか、と

いう感じでした。多忙で大変で

したが、編集を通して自分も知

らなかった東大の姿を学ぶこと

ができました」
　谷口先生が専門とする政治コ
ミュニケーションの分野では、
硬派な話題を人々にどう伝える
かが問題になるそう。健康のた
め野菜を食べさせるには、焼肉
定食にサラダをつけたり、ハン
バーグに野菜を混ぜ込んだりす
るのと似た工夫が必要です。
「大学広報誌も事情は同じ。
UTokyo Compassだけでは一

般の人の興味は引きにくい。で
も、たとえば総長が大谷翔平選
手と対談して、あなたのように
世界で活躍する人を育てるため
の指針だと言えば、食いつきも
よくなるでしょう」
　節目の50号で予定する特集
テーマ「悩める東大」を伝える
と、学生時代に入学式の式辞で、
当時の有馬朗人総長が、東大に
は金がないと話したことを思い
出したという谷口先生。最後に
気になる指摘もくれました。
「『淡青』は、大学のよい部分や
きれいな部分ばかりを強調して、
悩みや苦しみを伝えきれなかっ
た面もあるかもしれませんね」 
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Ｕ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
４
↓
小
宮
山
宏
新
総
長
就
任
↓
Ｕ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５
↓
卒
業
生
↓
法
人
化
２
年
↓
本
と
東
大
↓
創
立
１
３
０
周
年
↓
変
革
を
め
ぐ
る
想
像
力
↓
濱
田
純
一
総
長
就
任
↓
実
験
↓
変
わ
り
ゆ
く
森
の
ゆ
く
え
↓
学
問

と
時
間
↓
ス
ポ
ー
ツ
と
東
大
↓
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
東
大
↓
東
大
生
は
「
タ
フ
」
に
な
っ
た
の
か
？
↓
動
き
始
め
た
知
の
森
↓
五
神
新
体
制
、
始
動
↓
「
協
創
」
と
「
振
動
」
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
↓
東
大
の
「
文
系
」
↓
世
界
と
東
大
↓
地
域
と
東
大
↓
画
像
で
た
ど
る
東
大
１
４
０
年
↓
猫
と
東
大
↓
東
大
の
ア
ー
ト
↓
淡
青
色
の
三
十
代
た
ち
↓
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
東
大
↓
コ
ロ
ナ
禍
と
東
大
↓
五
神
総
長
の
６
年
↓
藤
井
輝
夫
総
長
就
任
↓
Ｕ
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
映
画
祭
↓
素
朴
な
疑
問
vs
東
大
↓
Ｇ
Ｘ
入
門
〜
身
近
な
疑
問
vs
東
大
↓
犬
と
東
大
↓
ト
イ
レ
と
東
大
↓
知
の
冒
険
者
た
ち

谷口将紀

公共政策大学院
教授

第50号は3月
17日刊行です



6

column cornerno.1591 / 2025.2.21

津田 敦理事・副学長 

大気海洋研究所と社会科学研究所が取り組む地域連携プロジェクト――海をベースにローカルアイデンティティを再構
築し、地域の希望となる人材の育成を目指す文理融合型の取組み――です。東日本大震災からの復興を目的に岩手県
大槌町の大気海洋研究所・大槌沿岸センターを舞台に始まった活動は、多くの共感を得て各地へ波及し始めています。

東京大学と岩手県が包括連携協定を締結

第36回海と希望の学校ー震災復興の先へー

制作：大気海洋研究所広報戦略室（内線：66430）

　岩手県とは古い付き合いである。大学
院生の時から10年以上、連休を挟んだ3
週間以上を大槌町の実験所で過ごし、植
物プランクトンの春季大増殖を観測し、
冷水性の扱いやすい動物プランクトンを
用いて実験を繰り返していた。町や県と
のお付き合いはなかったが、早

はやちねさん

池峰山や
五
ごようざん

葉山などを巡り、良く知る地方となっ
た。
　大槌臨海研究センターが出来て52年、
東京大学もずいぶん岩手県と長いお付き
合いをしてきた。ただ、震災前は、大学
が県や町とそれほど密なお付き合いをし
てきたわけではない。震災前にセンター
長であった道田豊さんが、いわて海洋研
究コンソーシアムなど県とのお付き合い
を始め、そのカウンターパートが佐々木
淳さんで現在の副知事である。
　また、見まわしてみると、再生エネル
ギーの開発で生産技術研究所や未来ビジ
ョン研究センターが、盛岡、釜石、洋

ひ ろ の

野
で活動し、社会科学研究所が釜石で、希
望学や危機対応学を展開し、県内で広く
多様な活動が展開されていることが判る。
また、震災直後は、工学系研究科、農学
生命科学研究科、総合博物館など多くの
部局が復興事業を展開した。時間的にも

空間的にも長く広きにわたる活動は自律
分散的に行われてきたが、これだけ多く
の活動が行われている地域は岩手県を除
いて他に例をみない。
　今回の連携項目を見てみると、地域の
課題対応のための学術研究の推進など5
項目が並ぶが、協議の段階ではより多く
の連携項目がリスト化され、一つ一つに
対応する部局が割り当てられた。ここま
で具体的に詳細に活動内容が詰められる
ことはまれで、岩手県ふるさと振興部の
方々と連携責任部局の兵藤晋所長の熱意

の賜物である。主な活動は被災地域であ
る沿岸部であるが、エネルギーや林業と
いった取り組みが、内陸部に広がってい
くことが計画されている。
　締結式典の朝、盛岡のホテルで朝食を
とっていると近くの席の男性が、「今朝、
玄田先生に会ったよ」と話している。当
然、式典の関係者と思ったが式典には
その男性はいなかった。道田さんは式
典で多くの古い友人と握手を交わし、遠
野市在住の青山潤センター長は、県職
員から「あなたは東大側ではなく県側
の席に着くべきではないか」とからか
われていた。この連携は上手くいく、そ
う確信した。

「海と希望の学校」公式 X（@umitokibo）

前列左から、秋山聰 副学長（人文社会系研究科教授）、津田敦 理事・副学長、藤井輝
夫 総長、達増拓也 岩手県知事、佐々木淳 岩手県副知事、村上宏治 岩手県ふるさと振
興部長。後列左から、八木橋麻美 本部社会連携推進課長、青山潤 大気海洋研究所大槌
沿岸センター長、道田豊 大気海洋研究所特任教授、兵藤晋 大気海洋研究所所長、玄田
有史 副学長（社会科学研究所教授）、熱海淑子 岩手県ふるさと振興部地域振興室長。

創立150周年キャンペーンのボードを手に微笑む藤井
総長と達増知事（2024年12月19日、岩手県庁にて）。

バックナンバー→www.u-tokyo.ac.jp/ja/society/aid/sanriku.html

北上山地の最高峰である早池峰山、標高1917m。日本百名山、花の百名山にも選定されている
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立派な卒業証書

蔵出し！
文
ぶ ん し ょ か ん
書館

　今回の蔵出し資料は卒業証書です（「〔文科大学哲学
科卒業証書〕」F0178/01）。現在の卒業証書とは比べ
ものにならないほど立派で、まず驚くのはその大きさ
です。写真では分かりにくいと思いますが、縦46.8×
横64.9cmもあります。

　修めた科目名と認定した担当教師の肩書の下に署名
と捺印（外国人教師の場合はサイン）が並び、各分科
大学長が承認し（右上部に分科大学公印）、最後に総
長が承認（左上部に帝国大学公印）するというもので
した。明治29（1896）年卒業の姉﨑正治（1873～
1949）に授与されたこの卒業証書は、明治30（1897）
年6月に京都帝国大学が創設されたことに伴い帝国大
学から東京帝国大学と改称されましたので、「帝国大
学」という名称では最後の年の卒業証書ということに
なります。
　さて、この卒業証書には物語の続きがあります。卒
業証書授与式とともに行われていたのが三四郎池の端
での集合写真撮影です。当館所蔵「写真〔明治二十九
年文科大學卒業紀念寫眞〕」（F0025/S05/0234）に、
卒業証書に署名・捺印をした担当教師、文科大学長外
山正一、帝国大学総長濵尾新の姿を見ることができま
す。そしてこの卒業証書と思われる丸めた紙を手に持
つ姉﨑の姿も他の卒業生とともに収められています。
さらに、卒業後25年を記念した写真帖「明治廿九年
文科大學卒業生 満二十五年紀念寫真帖」（F0025/
S05/0248）では25年後の姉﨑（この時文学部教授）
他卒業生たち等の写真を見ることができます。これら
卒業証書、集合写真、記念写真帖は当館に集まってき
た経緯がそれぞれ違うということも当館の面白いとこ
ろの一つのような気がします。
　当館にはこの卒業証書以外にも多くの卒業証書を所
蔵しております。その内の一部はデジタル・アーカイ
ブで画像を公開していますが、実際に手に取って見て
いただくこともできます。立派な卒業証書、ぜひご覧
ください。　　　　　　　　　（主事員：村上こずえ）

第54回

The University
of Tokyo 
Archives

収蔵する貴重な学内資料から
140年を超える東大の歴史の一部をご紹介

東京大学文書館

バリアフリー最前線！
UTokyo 第31回

障害がある職員のお仕事拝見⑥

　駒場キャンパス、そして留学生が暮らすインターナ
ショナルロッジ・駒場ロッジの清掃を担当する建物清
掃班駒場分室。障害がある職員19人とそのサポート
を行うコーディネーター6人からなる総勢25人のチー
ムです。2011年に設置されてから、大量に舞い落ち
るクスノキの葉を回収し、廊下や階段のシミを拭き取
り、ガラスドアを磨き……と学生と教職員の皆さんが
気持ち良く過ごせるキャンパスの環境作りの一端を担
っています。常に心掛けているのはスピード感と丁寧
さ、そして留学生が生活する施設では静穏な作業です。
　一日の始まりはミーティングから。その日の担当場
所や注意点などを確認し、ストレッチで身体をほぐし
たら、6つの班に分かれてそれぞれの持ち場に向かい
ます。一番大変なのは年に一度のベランダ清掃だと話
すのは入職12年目の坂本淳さん。特に秋から冬にかけ
ては、次から次へとベランダに入り込む落ち葉との格闘
です。7年目の佐野福人さんは、場所ごとに使用する掃
除用具を変え、最適な方法で清掃していると言います。
大変なのは酷暑が続く夏。クーラーがない場所での作
業も多いため、こまめに水分を補給したり、休憩時間
を少し長めにしたりといった対策をしています。
　最初はやり方を覚えるのに必死でしたが、今は仕事
が楽しいと話すのは7年目の室町公大さん。仕事もス
ムーズにこなしていますが、床のシミには苦戦すること
も。繰り返しモップで拭いても落ちない場合があります。
細かいシミは、ぼろ雑巾を使って丁寧にふき取っている
と話すのは入職12年目の林亨樹さん。チーム制のいい
ところは、お互い手助けできるところだと言います。
　そして全員が口を揃えて言うのが、「きれいにしてく
れてありがとう」などの言葉をかけてもらうことがう
れしく、やりがいにつながるということ。清掃班のみ
なさんをキャンパスで見かけたら、感謝の気持ちを伝
えてみてください。

左から：室町公大さん、坂本淳さん、佐野福人さん、林亨樹
さん。休憩時間には好きな俳優や歌手、鉄道話などで盛り上
がることも。

スピーディーで丁寧な清掃

建物清掃班駒場分室
の巻  
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斎藤 愛

大好きすぎる中央食堂の赤門ラーメン

得意ワザ：よく食べよく寝る、歩くのが速い
自分の性格：何事も真正面から行くタイプ
次回執筆者のご指名：三村伊予さん
次回執筆者との関係：学環時代の優しい先輩
次回執筆者の紹介：皆の癒しの明るい笑い声

第225回

本部国際教育推進課
学生交流チーム

グローバルという舞台の裏で

　国際交流、グローバル、留学……。華やかな響きの
裏には、無数のメール、手続き、海外機関とのやり取
り、学生対応、緊急時の奔走がある。舞台を支える黒
子のように、職員は日々奮闘している。スムーズに動
いているように見えるプログラムほど、実は裏方の努
力が詰まっているということを、国際教育推進課に着
任して改めて感じている。  
　私は主に全学交換留学（USTEP）生の受入を担当
しているが、彼らの多くは一学期であっという間に旅
立つため、全てがスピード勝負だ。限られた時間の中
で業務を回しつつ、学生たちが充実した東大生活を送
れるよう試行錯誤する中で、自分の働き方や価値観に
ついて考えることも多い。異文化との出会いは、自分
自身を映す鏡なのかもしれない。 
　悩んだときは、体を動かす。幼い頃から続けている
クラシックバレエは言語を超えて集中できる時間なの
だが、元気な見た目のせいか「サーフィンやってそう
ですね！」と言われたこと数知れず。大海の波に乗る
感覚を、いつか味わってみたい。 

オフィスの目の前にある学生交流広場にて

デジタル万華鏡鏡
東大の多様な「学術資産」を再確認しよう

斉藤 涼附属図書館情報サービス課
情報サービスチーム調査支援担当

第44回

　みなさま、
令和6年度附
属図書館特別
展示「華ひら
く書物文化　
俳諧・戯作の
世界」はご覧
いただけまし

たか？ 今年度
は人文社会系研究科・佐藤至子教授のご協力のもと、
江戸期の出版文化をテーマに「連歌俳諧書集成 （洒
竹・竹冷・知十文庫）」や「青洲文庫」などの総合図
書館で所蔵しているコレクションから、俳諧・戯作や
蔦屋重三郎に関連する資料などを中心に選定・展示し
ました。これらのコレクションは、一部が東京大学デ
ジタルアーカイブポータル（以下DAポータル）で公
開されています。ぜひご利用ください。
　さて、特別展示は終了してしまいましたが、ジャパ
ンサーチでの電子展示はまだまだ公開中です！全資料
解説付き、公開されている資料については公開先リン
ク付きとなっており「DAポータルを開いてみたものの、
公開されている資料が多すぎてどれをみたらよいか分
からない！」という方にも気軽にお楽しみいただけます。
　総合図書館では、今回の電子展示で取り上げている
資料以外にもバラエティに富んだ江戸期の資料を数多
く公開しています。そのひとつが「板元 蔦屋重三郎」
（画像左下）と記載のある資料、山東京伝作『両頭筆
善悪日記』（霞亭文庫）です。この資料のような貴重図
書を利用するのは一定の手続きが必要ですが、DAポ
ータルではいつでも見ることができるだけでなく、配
布物やポスターなどにもご利用いただけます！（対象
外の資料もありますので、ご使用前にDAポータルで
資料詳細ページの「メディア（画像等）利用条件」欄
をご確認ください）ご活用いただけましたら幸いです。

電子展示のご紹介

両頭筆善悪日記／山東京伝作　https://x.gd/O�2k

→→

春色梅児誉美 2編／ 為永春水作

https://jpsearch.go.jp/gallery/utokyo-edo2024
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　科学コミュニケーション研究の王道のひとつに、科
学あるいは科学者の信頼研究がある。特に気候変動や
COVID-19の研究を通じて、科学を囲む政治性が不信
を呼ぶことが論じられてきた。そしてアメリカにおい
て第2次トランプ政権が生まれたいま、デジタルメデ
ィアにおけるファクトチェック機能が薄れ、科学にお
いてもフェイクニュースや陰謀論の影響は拡大する可
能性が懸念される。
　最近、筆者はドイツの研究者たちとJournal of 
Science Communicationでデジタルメディアの信頼
と不信に関する特集を組んだ。13本の論文を通じてわ
かったことは、使用メディアの選択によって科学の信
頼は大きく変わるという現状である。SNSばかりを使
う人の科学信頼は高くはなく、オールドメディアを使
う人は信頼が高いという結果だ。
　研究者の信頼を保とうとすれば、なるべく安定した
信頼されるオールドメディアに露出するのが戦略とし
て望ましいかもしれない。一方で、まさにフェイクニ
ュースに流されていく人々をなんとか科学に振り向か
せるため、SNSに発信するということも必要であろう。
多くの研究で指摘されるのは、論争的分野の科学者の
信頼が疑われる傾向だ。もちろん、誠実な研究とコミ
ュニケーションをしている研究者がほとんどであるが、
科学と政治性の切り分けを意識することが信頼を守る
ことになる。
　特集号で興味深かったのが、気候変動で後ろ向きと
評されたブラジルのボルソナーロ政権時（2019年～
2022年）に、SNSで気候変動に関する投稿が5倍にな
っても、否認等の投稿は増えなかったという研究結果
だ。ブラジルでもオールドメディアの報道がしっかり
と堅持されたようだ。こうした古くからのメディアも
積極的にSNSにニュースを流す時代であり、クロスメ
ディアの信頼が重要である。
　それでは第1次トランプ政権時（2017年～2021年）
ではどうだったかと興味を持ち、イエール大の2009
年から続く気候変動科学に対する信頼調査を確認した。
意外にも、ここでも人為的影響を信じない人々は3割
ほどで安定しており、第1次トランプ政権の前後でも
あまり変化はなかったようだ。
　しかしSNSの環境は悪化している。そして、ワクチ
ン接種などの行動は、科学信頼、科学者信頼と同時に
政府への信頼が強く影響していることがわかっている。
パリ協定と同時にWHOを離脱したアメリカと、世界
の科学の信頼に引き続き注目したい。

第210回

横山広美カブリ数物連携宇宙研究機構／情報学環教授
科学技術コミュニケーション部門

デジタルメディア時代の科学信頼は 古代ローマから
量子コンピューターまで！！

井上清治ディベロップメントオフィス
シニア・ディレクター

寄付でつくる東大の未来

第64回

　東京大学基金のWebページをご覧になったことは
ありますでしょうか？さすが東京大学と思える非常
に幅の広い教育・研究プロジェクト（特定基金）が並
んでいます。寄付者の皆様にはキャッチコピー的に
「古代ローマから量子コンピューターまで！！」とア
ピールしています。東京大学基金が2004年に設立さ
れて以降、累計170を超えるプロジェクトが設置され
てきました。
　学内における東大基金の認知度向上と昨今の財政状
況が相まって、ここ数年はコンスタントに20件前後
のプロジェクトが新たに設置されています。2024年
および2023年は22件ずつ、2022年は18件、ちなみに
2014年は7件でした。やはり文系より理系のプロジェ
クトが多いですかと訊かれることがあるのですが、確
かに理系のほうが多いです。しかし、最近の傾向とし
ては、ライフサイクルアセスメント（LCA）など、
文理融合あるいは学際的といわれる、伝統的な分類だ
けには当てはまらないプロジェクトが増えています。
　もうひとつの傾向は「建物の改修系」の増加です。
2027年に150周年を迎える東京大学の宿命かもしれ
ませんが、総長も務めた内田祥三先生の設計による建
物をはじめ、歴史的に貴重な建物が多いことは誇るべ
きことである一方、耐震補強など安全で充実した教
育・研究環境を確保するためには大掛かりな修繕が必
要になっています。ノーベル生理学・医学賞を受賞し
た大隈良典博士も研究していた理学部2号館や日本の
コンピューターサイエンスを支える理学部7号館の修
繕、航続距離世界記録を打ち立てた航空機の開発に使
われた風洞や日本一の弓道場といわれる育徳堂の保全
などが挙げられます。
　この他にも、多彩なプロジェクトを設置しています。
きっとご自分の知的好奇心を刺激するプロジェクトが
あるはずです！ぜひ東京大学基金のWebページを訪
問してみてください。→ https://utf.u-tokyo.ac.jp

東京大学
基金はこ
ちらから

科学技術インタープリター養成プログラム
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全学ホームページの「UTokyo FOCUS」（Features, Articles）に掲載された情報の一覧と、そのいくつかをCLOSE UPとして紹介します。トピックス
掲載日 担当部署・部局 タイトル（一部省略している場合があります）

1月10日 リサーチ・アドミニストレーター推進室 令和6年度リサーチ・アドミニストレーターの認定

1月10日 本部学生支援課 陸上運動部秋吉選手と古川選手が箱根駅伝に出走！

1月14日～ 広報室
トンガ王国で海外移住と出生率の関係を調べる＝小西祥子｜淡青色の冒険者たち卒業生編
／「知の冒険者たち」　宮武外骨が集め分類しまくった絵葉書帖／「東大の宝」　遊びを学
びにつなぐ「ゲーム学習論」研究／「シリーズ東大基金」　『淡青』49号

1月15日 本部渉外課、工学系研究科・工学部 東京大学といすゞ自動車株式会社、合同記者会見を開催

1月15日 本部広報課 令和6年度退職教員の最終講義2月開催分のお知らせ

1月16日 本部広報課 「岐路に立つ東京大学 ～日本発イノベーションへの挑戦～」放送のお知らせ

1月16日 広報室 世界から運動不足をなくすために──アクティブな社会を“共創”する

1月17日 本部奨学厚生課 2025年度以降の学生支援拡充について

1月20日 情報基盤センター 最先端共同HPC基盤施設の新スパコンMiyabi運用開始披露式典を開催

1月20日 情報学環・学際情報学府 開催報告：「災害デジタルアーカイブの最前線」

1月20日 本部環境安全課 令和6年度 総長安全衛生パトロールを実施

1月22日 広報室 アメリカ大統領選挙に見る民主主義の潮流

1月23日 空間情報科学研究センター 矢部貴大客員研究員（NYU助教授）「ナイスステップな研究者」受賞

1月27日 本部学務課 SPRING GX 2025年度春入学の博士課程出願者を対象に募集

1月27日 本部学務課 BOOST NAIS 2025年春入学の博士課程出願者を対象に募集

1月27日 本部入試課 令和7（2025）年度第2次学力試験出願状況速報

1月28日 本部国際戦略課 藤井総長寄稿記事掲載のお知らせ（THE）

1月29日 本部研究倫理推進課 令和6年度研究倫理セミナーを開催

2月5日
カブリ数物連携宇宙研究機構、物性研究
所、宇宙線研究所

第9回「やっぱり物理が好き！」を開催　～物理に進んだ女子学生・院生のキャリア～

2月5日 本部入試課 令和7年度前期日程試験第1段階選抜合格者発表のお知らせ（予告）

2月6日 本部社会連携企画課 「スポーツと東京大学」イベント実施報告

2月6日 本部社会連携企画課 「スポーツと東京大学」サイドイベント実施報告

　11月23日、カブリ数物連携宇宙研究機構
（Kavli IPMU）と物性研究所、宇宙線研究所
の主催により、物理を学ぶ女子学部生及び女
子大学院生の支援を目的に第9回「やっぱり
物理が好き！ ～物理に進んだ女子学生・院
生のキャリア～」を Kavli IPMU 棟 で開催し
ました。物理を学んだ先輩たちを講師に招い
てキャリアパスを示し、物理学分野の魅力を
伝えるイベントです。講演会では、ニコン映
像ソリューションの岩村由樹さんが「将来設

　11月28日、総合研究博物館、東洋文化研
究所、経済学研究科・経済学部を対象に総長
安全衛生パトロールを実施しました。本パト
ロールは、全学の安全衛生意識の向上を図る
ことを目的に、環境安全衛生管理の総括者で
ある総長自らが安全衛生の現場に臨場するも
ので、平成18年度より実施しています。当

計が思い描けずにきた私なりの進路の選び
方」、高エネルギー加速器研究機構の山田雅
子さんは「“これまで測れなかったものを測
れるようにする”屋」、奈良女子大学の太田
直美さんは「100億光年の銀河たちを追いか
けて」、本学工学系研究科の石坂香子さんは
「光と電子を使った物質計測」と題してそれ
ぞれ講演。施設見学では参加者が3研究所を
見学。交流会ではお菓子を片手に講師へ質問
する姿や参加者同士での交流がみられました。

日は、総長、理事、環境安全本部長ほか関係
者が各施設等の管理状況を巡視。講評会では、
総長から「資料の維持保存ノウハウを全学で
集約し活用することが研究力強化に繋がる」
「保管物の内容と配置をデジタルプラットフ
ォームに集積することが防火防災上重要であ
る」等の講評がありました。

第9回「やっぱり物理が好き！」を開催

令和6年度 総長安全衛生パトロールを3部局で実施

CLOSE UP

CLOSE UP

（Kavli IPMU、物性研究所、宇宙線研究所）

（本部環境安全課）

総合研究博物館動物資料室2にて

交流会の様子。オンサイトでの開催は2019
年の第4回以来でした
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発表！春のUTCC 人気商品ベスト3

→オンライン
ストア

　令和6年度のリサーチ・アドミニストレー
ター（URA）認定の審査が終了し、URA認定
証授与式が12月23日に安田講堂大会議室で
開催されました。
　リサーチ・アドミニストレーター推進室副
室長を務める岸利治執行役・副学長からの挨
拶では、厳しい審査を経て認定された新規認
定者に対し、特色ある本学のURA制度のもと、
「所属部局でご活躍いただくことはもちろん、
学内のURAネットワークを活かしながら、全

　1月15日、柏キャンパスにおいて、情報基
盤センターと筑波大学計算科学研究センター
が共同運営する最先端共同HPC基盤施設の新
スーパーコンピュータMiyabiの運用開始披
露式典が開催されました。式典には、文部科
学省研究振興局参事官の国分政秀氏を始めと
する多くの来賓、本学の田浦健次朗副学長、
筑波大学の重田育照副学長、及び開発に携わ
った多くの関係者が列席し、Miyabiの運用
開始を祝いました。
　朴泰祐施設長は式辞で、「筑波大学と東京
大学の（間に位置する柏キャンパスという）

　1月8日、いすゞ自動車株式会社からの寄
付金10億円をもとに工学系研究科内に「ト
ランスポートイノベーション研究センター」
を開設することについて、安田講堂で合同記
者会見を開催しました。いすゞからは片山正
則 会長CEO、藤森俊 取締役 専務執行役員、
本学からは藤井輝夫総長、加藤泰浩研究科長、
同センター長に就任の高橋浩之教授が登壇し、
約30名の記者が来場しました。
　藤井総長は、創立150周年とその先を見据
えて、寄付金の運用益により研究組織を運営
するエンダウメントの仕組みを設けた経緯を
紹介し、センターの活動が新たな知の創造へ
つながることへの期待を述べました。片山会

学的な取組にもお力添えいただきたい」「研
究支援人材の重要性がますます高まっている
中、より一層のご尽力をお願いしたい」との
期待が寄せられました。
　平成28年度から開始した本学のURA認定
制度は、今年度で9年目を迎えます。今年度
は「東京大学URA」10名、「東京大学シニア
URA」2名の認定がなされ、本学のURA認定
者はのべ127名となりました。令和6年12月
時点で70名が在籍しています。

地の利と人の和を活かして、学術目的で国内
2位のスーパーコンピュータシステムMiyabi

を導入することができた」と2大学の強い連
携を語りました。
　式典後半には、情報基盤センターの塙敏博
教授、中島研吾教授が講演を行いました。中
島教授は「Miyabiの名前は計算性能が高い
だけでなく、それを難なく使える、エレガン
トな計算科学ができるマシンということに由
来する。ユーザーのGPUへの移行やAI for 

Scienceの試みをサポートしていきたい」と
意気込みを述べました。

長CEOは、センターへかける期待として、持
続可能な形でアカデミアの観点から社会課題
解決の糸口を見つけること、未来の「運ぶ」
をカタチづくること、人財を育成することを
挙げ、物流の変革を牽引して「運ぶ」のイノ
ベーションを創造し続けたいと語りました。
　加藤研究科長は、社会連携・産学協創推進
室を設置して共同研究を活性化してきた歩み
を紹介し、恒久組織の設立に至った意義を語
りました。高橋教授は2月1日に開設される
センターの概要を説明しました。専任教授を
3名採用し、各々の研究室に10名程度の学部
生・院生が所属。いすゞ側からは毎年3名の
技術者・研究者が派遣される予定です。

令和6年度URA認定証授与式を開催

新スパコン「Miyabi」運用開始披露式典を開催

トランスポートイノベーション研究センター開設を発表

CLOSE UP

CLOSE UP

CLOSE UP

（リサーチ・アドミニストレーター推進室）

（情報基盤センター）

新スパコンのMiyabiを指し示す朴泰祐施
設長（右）と千葉滋副施設長

記者会見後の藤井総長と片山会長CEO

報道陣からの質問に答える登壇者の皆さん

岸執行役・副学長（前列中央）との記念撮
影

UTCCから
のお知らせ

少しずつ春を感じる季節になってきましたね。今回は春の人気商品ベスト3をご紹
介します。　第1位→蓮香ハンドクリーム（40g）￥890　爽やかな香りでお出かけ
先でもスベスベ。気分転換させてくれて最高です。　第2位→本郷建物柄シャープ
ペンシル（紺）￥880　本郷の象徴的建造物が小さくプリントされているベーシッ
クデザインが人気。中高生から大人まで、毎日使いたくなるシャープペンシル。
第3位　パールコラーゲンシリーズ　オールインワンエッセンスUT（80g）¥2,000

洗顔後この一本でスキンケアできる美容液でお肌プルプルです。もっと紹介したい
商品がいっぱいありますので、お散歩がてらUTCCにお立ち寄りくださいね。

（本部渉外課、工学
系研究科・工学部）
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東京大学広報室
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ニューカレドニアに入港した大改造前の白
鳳丸とファンネルマーク。岸壁から船首が
飛び出し喫水が見えている構図は珍しい。

no.1591

第1176回

研究を支える知的好奇心の喚起
　自然科学研究はエンターテイメントである
と、自負してやまない。研究に社会実装が強
く求められる今日、直近の課題を解決し役立
つことが重要で、最終的には金銭に換算でき
る価値観が席巻している。確かにそういった
分野の研究の大きさに圧倒されることがあり、
自然科学研究の価値を改めて自問することに
なる。しかし、結論としては、すごい！、分
かった！、面白い！、不思議！の一言をもら
い、人々の知的好奇心を喚起させ人生を豊か
にさせることにこそ研究の意義があると感じ
ている。それらのほとんどは「レ・ミゼラブ
ル」や「エリザベート」といったミュージカ
ルを観劇した時の気持ちと一緒なので、自然
科学研究もエンターテイメントであると確信
している。そのためには、殻に閉じこもり身
内受けする研究とならずに、広く市井の人々
に理解してもらう努力も怠ってはいけないと
自戒している。
　実際、自然界にはエンターテイメント性の
ある材料が満ち溢れており、ニホンウナギも
その一つである。産卵海域はマリアナ諸島西
方にあり、わざわざ北赤道海流から黒潮に乗
り換えて3000kmもの旅をする。それが分か
ったのは1991年のことで、かつて本学の海
洋研究所所属であった白鳳丸の大きな研究成
果であり、採取されたニホンウナギの仔魚の
写真がNatureの表紙を飾った。結構すごい
ことである。ちなみに、ニホンウナギの英名
としてのJapanese eelも表紙に記載されてい
るが、国を表すこともある文字が本誌の表紙
に出ているのも珍しい。本種は、透き通った
綺麗な太平洋の海で産卵しているにもかかわ
らず、日本の河川に来遊すると汚れたどぶ川
でも平気で生息している。とはいえ、近年は
資源の減少が著しく、土用の丑の日には誰も

が鰻重の価格が気にかかる。このように話題
に事欠かないエンターテイメント性ある魚類
なので、柳の下にドジョウならぬウナギが二
匹とばかり研究に勤しんでいる。
　エンターテイメントを飾るには、より良き
舞台装置が必要である。海洋研究者にとって、
白鳳丸がその舞台装置なのだが、齢30年を
超えエンジンが悲鳴を上げた。この段階で普
通は廃船となるところであるが、船を切断し
て船底にあるエンジンを交換し延命すること
となった。海外では研究船をちょん切り大改
造することはよくあるが、日本では珍しく、
本当にやるとは思わなかったと言われること
がある。何事もチャレンジである。その際、
旧い東大ロゴとなっている銀杏のファンネル
マーク（煙突に付ける船の所属を示すマーク）
は残した。現在、白鳳丸は海洋研究開発機構
の所属となっているのであるが、学術研究船
としての役割を後世に分かりやすく伝えるた
めに、令和の大改造に際してもあえて旧東大
ロゴを生かしている。帰港時には晴海埠頭に
係留されることが多く、近くの豊洲大橋から
見ると淡青色の煙突に黄色の銀杏がとても映
える。舞台装置は有能で美しく、それに見合
ったエンターテイメントが求められる。

木村伸吾
（大気海洋研究所）
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